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インド・ジャナタ党の規約とその解説
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I ジャナタ党の規約

II 解説

はじめに

独立後のインドにおける政党制は，圧倒的に優勢な支

配政党であった会議派 (1969年の分裂までの「会議派」

と分裂後の「与党会議派」）による政権保持の永続化の

志向と，これに対して劣勢であった野党が会厳派をどう

評価しまたどう対応するかを基本的な枠組みとして展開

された。この対応策の一つが，ある程度近似した性格を

持つ野党間の連携であった。ジャナタ（人民）党につい

てもこうした視点から捉えることができよう。同党の場

合に特記すべきことは，単なる連立政権や選挙協力の域

を超え，政党を結成した点にある。主要な全国政党が結

集して新党を結成したのは，独立後最初のケースである。

こうした新しい情勢の展開は，インドの政党制が内包

するさまざまな条件とあいまって，現在の「諧会制」を

含む政治機構が維持される限り，今後も政党の再編成が

繰り返されるであろうとの予測を可能とする。そして複

数の政党が合併する際には，政党間の政策や人事ととも

に党組織の調整が問題となる。ジャナタ党の場合は， Vヽ

わばその先駆的なケースである。

ここにジャナタ党規約の訳出を試みたのも，そのよう

な問題関心からである。ジャナタ党の結成に到る経過に

ついては，以下で若干の説明を行なうが，誕生したのは

一枚岩の政党ではなく，当初から旧党間の内部対立を抱

える政党であった。この対立は，まず，総選挙後の首相，

閣僚，党の総裁などの役員の人選，ついで党規約の制定

をめぐって表面化したのである。

すなわち党規約は， 1977年5月1日の結党大会で採択

される予定であった。しかし，同大会に上程された規約

草案に対する批判があったため， とりあえず暫定規約が

採択されたのである（注 1)。正式な規約が採択されたのは

後のことである。この正式規約は， 1977年12月21日の運

営委員会（注2)において主に組織構成に関する修正が加え
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られた。以下に訳出した規約は，この修正規約である。

本資料は， Iジャナタ党規約， II解説で，構成し， II

においては同規約のモデルとなった分裂前の会競派の規

約r~3) と対比させつつ， 1日党間で対立のあった規定など

について解説を加えた。また，組織・機構に多くの関心を

払っているのは，インドにおける政党がその政治文化や

政治発展とどのような対応関係を持とうとしているかを

理解する一助となろう，と考えるからである。しかしこの

対応関係については機会を改めて論ずることとしたい。

さてジャナタ党の結成の経過についてであるが，これ

には，当時における政治状況が直接の要因となってい

る。与党会議派は， 1975年6月26日以後 (1977年3月21

日まで）インドを非常事態の下に置き，自らは一党支配

を志向した。与党会議派は， 1977年1月18日，支配の永

続化と正当化を図るため，同年3月に第6次総選挙を行

なうとした。これに対して，インド人民党，大衆連盟，

野党会議派および社会党の 4党は， 1月20H，与党会議

派に対抗すべくジャギタ党の名のもとに結集し，同総選

挙において圧倒的勝利を収めた。これら 4党に民主国民

会議派 (2月2日に与党会議派から分離して結成された

政党）を加え， 5月1日，ジャナタ党が正式に発足したの

である。上記5党の内，社会民主主義系の社会党を除く

4党は，いずれも保守系の政党である。

このようにジャナタ党は急きょ結成されたものの，結

成に至るまでにこれら保守系政党間に連携化の流れがあ

った点に注目すべきであろう。そうした流れは1967年の

第4次総選挙のころから見られたが，明確に出発点と言

えるのは， 1971年の第5次総選挙における「大連合」で

ある。大連合は候補者の乱立を避け選挙区調整によって

会議派に対抗しようとしたもので，野党会談派，大衆連

盟，自由党および統一社会党が参加していた。ついで，

1974年8月にインド人民党が結成される。インド人民党

は，同年のウッタル・プラデシュ州の州議会選挙におい

て与党会議派に敗北したインド革命党，統一社会党，自

由党などが統合して結党したものである。翌年6月に

は，グジャラート}|｛議会選挙において「ジャナタ・フロ
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Ⅰ　ジャナタ党の規約
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ント」（人民戦線）が形成される。＇構成政党は，野党会議

派，大衆連盟，インド人民党，社会党および全国労働党

であった。ジャナタ・フロントはこの選学で与党会議派

を打ち破っている。ついで1976年 1月，連邦議会におい

て上記4党を情成員とする「ジャナタ・フロント」が結成

されたのである。以後の経緯は上述したとおりである。

なお、訳出にあたっては以下のテキストを用いた。

Panata Party, Constitution of the Janata Party 

(as amended by the Working Committee of the 

Janata Party on December 21, 1977). 

（注 1) The Statesman, Apr. 25, 1977およびThe

Statesman, Dec. 22, 1977. 

（注 2) 1977年12i]21Hの連苺委員云 (theWork-

ing Committee)における規約の修正によって，同委

員点名称い全国執竹及員会 (theNational Execu-

tive)に変更された。 The Statesman, Dec. 22, 1977. 

(l ;-l） ［I.解説を参照さi’たV、(61、ージ）。

I ジャナタ党の規約

目次

誓い

第 1条党の名称

第2条目 的

第3条組織情成

第4条朴l支部の区城

第5条党員資格

第6条評議会の任期

第7条党員の登録簿または名簿

第8条投粟人または候補者の資格

第9条追加委員

第10条基礎委員会

第11条 ブロック評議会または選挙区評諮会

第12条県評議会

第13条州評議会

第14条全国評議会

第15条議題委員会

第16条代議員

第17条党大会

第18条臨時大会

第19条総裁選挙

第20条全国執行委貝芸

第21条会計役

第22条総音記

ぅ2

第23条党員貨格の検査

第24条選挙紛争

第25条選挙機構

第26条党 旗

第27条選挙シンボル

第28条議芸委員会

第29条 、州選挙委員会

第30条党紀委員会

第31条欠員

第:i2条雑且IJ

第33条規約の改正

初級党員人党書式(A)

活動党員人党書式(B)

初級党員資格および／または活動党員資格更新

は式(C)

初級党員資格更新書式(D)

誓い

われわれ，ジャナタ党の党員は，ここに，人民の民主

的権利および個人の自由を擁護しならびにれらを強化す

ることに対して自らを再び捧げるものである。

われわれは，ガンディー翁の教えおよびインド文化の

最高の価値にもとづく民主主義，世俗主義(secular)およ

び社会主義の社会を建設するために，わが国の社会，経

済およぴ政治構造を根本的に再構築することを決池して

いる。

われわれは，党のH的を達成し，ならびに党の選挙網

領に掲げた政治，経済および社会の憲章を実現するため

に団結し続けることを誓う。

われわればわが国の解放闘争において闘ったすべて

の人々に対して，またジャヤ・プラカシュ・ナーラーヤ

ン氏が先導した最近の民主化闘争において受難した人々

に対して，われわれの謝意を奉ずるものである。

（（し） この招いは， 1977年 3月24日にニューデリーか

ラージガートにおいてジャナク党のすぺての国会議

員がたてたものてある。

第 1条党の名称 (Nameof the Party) 

党の名称は，ジャナタ党(JANATAPARTY)とする。

第2条目的 (Aimsand Objects) 

ジャナタ党は，わが国の豊かな遺産ならびに国家の独

立および個人の自由のための闘争という襟高な伝統から

感化を受け，かつ，ガンディー主義(Gandhianprinciples) 

に基づく，民］主義，世俗主義および社会主義の国家を



1979110055.TIF

女ク9-77ク9-＇，999^--fZf-----=-＝----”99r至——--←ーデ＝―-―-一—---―----ー・ 資 料亨茫三——_--.-ぞ辛-L

fンドに建設する職務に対して捧げちれている。党は経

済的権力および政治権力の分権化 (~ecentralisa ti on)を保

u正十る政体を伍奉する。党は，サチャグラハまたは非暴

力抵抗を含む平和的で民主的な異議の権利を是認する。

第3条組織講成 (OrganisationalStructure) 

ジャ十々党は．つぎ；て掲げる組織で構成する。

1. 全国 (National)

(a) 党の大会 (thePlenary Session)または臨時大

会 (specialSession) 

(b) 仝国評談会 (theNational Council) 

(c) 全国執行委員会 (theNational Executive) 

2. ・J{｛支部 (StateUnits) 

(a) 州評議会 (theState Councils) 

(b) JH執行委員会 (theState Executives) 
3. 県支部 (DistrictUnits) 

(a) 県評議会 (theDistrict Councils) 

(b) 県執行委員会 (theDistrict Executives) 

4. 中1h1支部 (IntermediateUnits) 

朴1執行委員会が決定する。

(a) プロソク（注 l)評諮芸または選挙区（注2)評議会

(Block or ConヽtituencyCouncils) 

(b) ブロック執行委員会または選挙区執行委員会

(Block or Constituency Executives) 

5. 基礎支部 (PrimaryUnits) 

基礎委員会 (PrimaryCommittees) 

（注） （i) プロックまたは選挙区の支部および甚礎支

部り区城：：ついて：ま， 1関係州謹議会か決定する。

(ii) 本規約 (Constitution) の目的のために，「 J•11 」

と＇．、う用直ま「叱邦直帖地」 (UnionTerritory)を

含む。

[iii) 巾「1治体(MunicipalCorporation)を布する

すべての市 (cities)は，本規約の目的のため｝’,別

個＂）県と！て扱われるもりとする。

(iv) 150万人以上の人日を有する大都市杞域 (a

Metropolitan area)は一つ以上の県に分割しうるも

のどし， また，二の区城：こつI,、ては札｛執行委員会が

決定するものとする。

第4条州支部の区域 (Areaof State Units) 

1. 党の州支部の区城は，ィンド憲法の第 1附表(First

Schedule)に掲けられた小11および連邦直轄地に準拠

するものとする。

ただし、全国執行委員会は, elsンヘイ大都市区域

については，地域的地位 (regionalstatus)を有し，

党のマハーラーシュトラ州支部の管轄区城内に含ま

れる評議会を設置するごとができる。ごの評議会の

権限および職務は，全国執行委員会の定める規則

(the rules)にしたがって規定されるものとする。

tこだし，全国執行委員会は，例外的な状況におい
て正＇ーり化される場合であっても，いかなる州または

連邦直轄地においても党支部を設置することができ

ない。

3. 州支部の本部は，関係の州または連邦直轄地の州

都におかれるものとする。ただし，州評議会は，全

国執行委員会から事前の許可をえた上で，その本部

を移動することができる。

第5条党員資格 (Membership)

ia) (i) 第2条を承諾する18歳以上の者であって，別

個の党員資格，規約および綱領を有する宗派(Com-

munal)またはその他を間わず他の政党の党員でな

い者は，書式「A」を用いて書面による宜告を行な

ぃ，かつ， 2年間の党費 1ルピーを納入することに

よって，ジャナタ党の初級党員 (primarymember) 

になることができる。

(ii)何入も，その者の永ft地または職業を営む以外の
場所において，初級党員になってはならない。

(iii) 初級党員および活動 (active)党員の資格は， l 

月1日から翌年の12月31日までとする。

(b） いがなる者も，その者がつぎに掲げる条件を満し，

かつ，書式「B」の宜誓に署名したときは， 2年間

に25ルビーの党費を納入するかまたは25人の初級党

員を入党させることによって，活動党員になること

ができる。

1. その者が， 21歳以上であること。

2. その者が， F紡ぎ手織りのカーディー (khadi)
の常習的な着用者であること。

3. その者が，酒類および麻薬を服さぬこと。

4. その者が，いかなる形状においても不可触賤民

制を遵守せずまたは承認しないこと。

5. その者が，宗派的統一(Communalunity)を信

し，また，他人の信条を尊重すること。

6. その者が，全国執行委員会によって定められ

た最少限の訓練および最少限の務めを行なうこと

を誓うこと。

7. 「最少限の務め」とは，ジャナタ党のいずれか

の委員会が発行する定期刊行物のうちいずれか―-

誌に少なくとも一人の購読者を勧誘する務めを含
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むものとする。 るすべての初級党員は，基礎委員会に対する選挙に

（注） 本 Jいよ，次回］）党全図大会 (NationalConfer-

ence)から 2年後に施行されるものとする。

(c) 初級党員および活動党貝の資格は，定められた規

則こしたぶって 2年間の党費が納入ざれ，がつ，定

められたその他の条件が満されているかぎり，継続

する。初汲党員および活動党員(I)資格の更新は、必

要な党骰を納人し，かつ，初級党員または活動党員

のいずれかの資格更新書に必要事項を記入すること

によって完了したものとみなすr

(d) 初級党員および活動党員が納入した 2年間の党費

は，次の比率によって次の評厳云の刷で配分される

もりと十る。

全国評跨会 10% 

州評磁会 25% 

県評迄会 25% 

その他支部 40% 

（注） 初紋兄員っよ＇｝、古動弧員 7)，い費ハうち、10%，t,

県ふ員＿,.~り 1ヽ位，紐々，，支訊：＼］で 1i旦列的に配分さ

れる。その比率については，関係州評議会が決定す

る；の Llる。

第6条評窯会の任期 (Termof Councils) 

すぺての評議会，委員会および役員の任期は，通常，

2 年開とす〗’’
第7条党員の登録簿または名簿（Registeror List of 

Members) 

1. 1占動党具お只び初汲党員の永IJ、名簿または永久登

録簿は，定められた規則にしたがって，県執行委員

会によって作成され，かバ9,J+I執行委員会によバて

正式に記；j£および訊明されるものとする。小1i執行委

員会は，その活動党員の名簿を全国執行委員会の中

央事務局 (CentralOffice)｝こ提出し，また名簿中0)

変更について，随時，中央事務I目］に通知するものと

する。

2. 県執行委員会が作成した名簿主たは登録緒には各

党員の氏名，住所，年齢，職業，入党年月および入

党書の連続番号を記載するものとする。

ふ 党員芍格は、死亡，離党，除名まに1ま2年間党骰

の滞納によって消滅するものとする。

第8条投菓人および候補者の資格(Qualificationof 

Voters and Candidates) 

1. 全国執行委員会によりその目的のために定められ

た規則にしたかって什成された初級党員名簿にわけ

54 

おいて投粟する資格を有するものとする。

2. 活動党員の登録簿または名簿にその氏名が記載さ

れている活動党員のみが，基礎支部より上位の評議

会または執行委員会の選挙において被選挙権資格を

有するものとする。

第9条追加委長 (Co-optedMembers) 

全国執行委員会ならびに州段階およびこれより下位段

階の執行委員芸は，全国評議争州およびその他の下位

段階における各関係評議会の全情成員数の10％までを追

加選挙する (co-opt)ことができる。

州段階およびこれより下位段階における全国評議会の

辿）JII委員ぱ，糾織の選挙におVヽ て投菜権を行使せず，ま

たは組織の選挙に立候補しないものとする。ただし，追

加委員である打は，冴該臼格を理由として，通常の方払

によるだ員会の正委員資格への選任を求めることを妨げ

られないものとする。

第10条基礎委員会 (PrimaryCommittee) 

I. 少なくとも25人の初級党員がいる場合には，基礎

支部を設置することができる。

2. 』騒恩委員会は，支部の初級党貝によって選挙され

る会長 (President)を含む最少限5人最大限11人の

委員で構成するものとする。

:l. 仙礎委員会の会長は，党の活動党員とする。

4. 会長は，委員会の委員の中から書記(Secretary)を

任命することができる。

第11条 ブロック評議会または選挙区評議会 (Block

or Constituency Council) 

1. フロック評議会または選挙区評議会は，次の者で

構成するものとする。

(i) 初級党員100人までを有する基礎支部について

は謹議員 1人，初級党員 101人以上を有する支部

については評議員2人の割合で，プロック評議会

または選挙区評議会の区域内における基礎支部に

よって選挙される評議員。

(ii)ブロック評議会または選挙区評鏃会の区域内に

あるパンチャーヤット・サミティ（注3)および市自

泊体における党所／萬議員の互選による代表者(Re-

presentative) 10人。

(iii) 追加評議員

2. 仙礎支部の区城の50％に正式に構成された基礎委

員会がない場合には，いかなるプロック評議会また

は選挙区評議会も設置してはならなv・o
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3 ブロック評議会または選挙区執行委員全は，定め

られた規則にしたがって，ブロック評議会または選

挙区評議会の評議員によって選挙される会長を含む

評議員15人で構成するものとする。会長は，ブロッ

ク執行委且会または選挙区執行委員会の委員の中か

ら次の役員を任命するものとする。書記2人。

第12条県評議会 (DistrictCouncil) 

l. 県評議会は，次に掲げる者で構成するものとす

る。

(i) その管轄区域内に含まれるブロック執行委員会

または選挙区執行委員会の委員。

(ii)定められた規則にしたがって，県評議去の区城

内にある地方団体(blockbodies)から，かかる地

方団体におけるすべての党所屈議員の10％を超え

なしで選挙される評議員。

(iii) 1任期を務め，かつ，活動党員である県評議

会の冗および前全長。

(iv) 中央および、州の議会ジャナタ党 (theJanata 

Party Legislature Parties)の県選出畿員。ただ

し，ごれらの議員は活動党員であること。

(v) 県内の市自粕体，自治体および県委員会 (Dis-

trict Board)，ジラー・パリシャド(ZillaParishad) 

またはジャナパダ (Janapada)注4)におけるジャナ

夕党のリーダー。ただし，これらのリーゲーは活

動党員であること。

(vi) 追加評議貝。

2. 県執行委員会に定められた規則にしたがって，

県評議会の評議員によって選挙される会長 (the

President)を含む執行委員21人で構成するものとす

る。会長は，県執行委員会の委員の中かt，次の役員

を任命するものとする。

副会長 (Vice-President)2人

会酎役 (Treasurer)1人および書記 (Secretary)

3人以下

ただし，大きな県の場合には，全国執行委員会は

州執行委貝会の勧告に基づVヽ て，執行委員の数を31

人まで増加することができる。

第13条州評議会 (StateCouncil) 

1. 州評議会は，次に掲げる者で1肖成するものとす
る。

(i) 州評議会または大都市の各選挙区ごとに 1人の

割合で県評議会によって選挙される代表者。

(ii)互選による関係川の州議会ジャナタ党議員の10

％，および5人を最少限とし互選による関係州選

Il1の連邦議会ジャナタ党議員の10%。ただし，ご

れらの連邦議会議員は，活動党員であること。

(iii) 1任期を務め，かつ，ジャナタ党の活動党員

である州評議会の元および前会長。

(iv) 州議会ジャナタ党のリーダー。

(v)県評議会の会長。ただし，同会長は，州ジャナ

夕党 (theState Janata Party)の会長(President)

または書記になる資格を有しないものとする。

(vi) 州に居住する全国評議会の評議員。

(vii) 追加評議員。

2. 州評議会のすべての評議員は，州評議会に対して

2年間の会費15ルヒ゜ーを納入するものとする。

3. ＇）什執行委員会は，定められた規則にしたがって，

州評議会によって選挙される総裁(thePresident)を

含む執行委員35人で構成するものとする。総裁は，

州執行委員会の委員の中から次の役員を任命するも

のとする。

副会長 (Vice-President)3人

全計役 (Treasurer) 1人および総内記 (General

Secretary) 5人以下。

第14条全国評議会 (NationalCouncil) 

1. 全国評議会は，次に掲げる者で構成するものとす

る。

(i) 単記委譲式投票 (singletransferable vote)の比

例代表制によって選挙する資格を有する各州評議

会の評議員が選挙する当該州の下院議員数に等し

い数の代表者。

(ii)すべての朴I評議会の会長，’｝|1議会ジャナタ党お
よび大都市評議会(MetropolitanCouncil)のリー

ダー，および連邦議会ジャナタ党 (theJanata 

Parliamentary Party)のリーダー。

{iii) 互選による連邦議会ジャナタ党の全議員の 10

％。

(iv) 1任期を務め，かつ，ジャナタ党の活動党員

であるジャナタ党の元および前総裁。

(v)追加評議員。

2. 全国評議会は，ジャナタ党に係るすべての事項を

調整するために本規約に抵触しない規則 (Rules)

を定める権限を有するものとする。この規則は，す

べての下位支部を拘束するものとする。全国評議会

は，全国執行委員によって要求される度ごとに，また

は完全な表決権を有する全国評議会評議員の総数の

5う
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20％以上の者により全国執行委員会に対して行われ

た共同要求に基パいて，開催ざれるものとする。要

求ばに1ま，要求者が全国評澁会の開催を求める目的

を明記ナるものどする。要求に基ぷく会諦ぱ，要求

1}の受頒後 2カ月以内に開催されろものとする。た

たし、 1年間に 2回以 Lの要求を行うことばできな

い。要求に某弓く会議においては，全国執行委員会

が審議のために追加議事事項を提出するごどができ

c
 

）
 
ァd

3， 要求に猿パく会識を除く全国評議会のすべての会

盗におしては，その［］的のために定められた規則に

したがい全国汀諮会の評議員にctり1i式な通告が行

われた提案につ IV、9て，審議・cりために少なくども 4時

間が割りヽliてられろものとするぐ

4. 75人主たぱ評ぷ員総数の 5分(/)1のし、ずれか少な

い方を，全国］平議会の会義の定足数とする＇

5， 仝国評謡会のすべての評議員は，年会費:!5ルピー

を納｝、する丸のとナる。註姦員：．t̀ 令囚謹，液会の月

品の 1人か正式に冴名したその行が，吊議且である旨

の証明苔を受領するものとすて）。評義貝ぱ，公翡を

納人十るこどな・〈．全国評議会箕速委員公 (Suh-

jects Committee)主たはジャ十夕党の党大会に出席

するこどがでぎない＾

第15条翠蕊委員会 (Suhject Committee) 

1. 全国評議会は，党大会の直前認裁を委員長とす

る設頌委員会として集会するものとする。全国執行

委貝会は， ンゞャナタ党の党大会のために，決議案を

含む議市日程を設題委貞会に対して提出するものと

する。

2， 州評澁会または全国評誨会評議員によってil式な

通告が行われた提案については，＇将議 U)ためにでぎ

る限り 4時間を割刈てるものとする。

第16条代議員 (Delegates)

札［評議会およひ全囚謹議会のすべてのμ'r，義貝は，ジャ
ナタ党の党大会の代設員であるものとするっ

第17条党大会 (PlenarySession) 

1. /9・ヤ吋ーク党の党大会は， 通常2年に 1回，全国執

行委員会が夫定する期IIおよひ場所において開催さ

れるものどする。

2. 党大会は，総哉およびその他すべての代議員で構

成するもグ）とずる．9

げ． 党大会は｀芝芭委員会が党大会に採択することを

勧告した決議案を最初に審滋するものとする。その

56 

後，党大会は， 50人の代議員が閲澁前に打面により

総裁に対して大会への提出の許可を要求した上記(/)

決議案に含まれない正式動議を審議するものとす

る。ただし、かかる動議は，その動謙が蔽坦委員会

の会蔽においてあらかじめ討議され，かつ，その会

淡に出席した委員の 3分の 1の支持を得ていない場

合には，許μ]されないものとする。

4. 党大会がその管轄区域において開催される小1•|if9,；；；；

会は，接竹委員会(ReceptionCommittee)を務める

ものとし，主た，そのために追加委員を選羊するこ

とができる。

5. 接待委員会は，資金の凋達を含む十べての必要な

準備を行いまた，その準備については個別的か

つ全体的な帳簿をつけるものとする。これらの帳海

は，全国執行委員会が任命する監杏人に上→て党大

会後 6/J ］]以内に検査されるものとする。

6． 余剰の資金および資産は，令国評議会およびHI謹

革会の間で二等分されるものとする。

第18条臨時大会 (SpecialSession) 

1. 党の臨時大会は，全国（平誨会が決定した場合，主

たは+I、1評議会の過半数が決議によりその決議におい

て特定した議巾事項を審，義するためにかかる臨時大

会の招集を総裁に対して要求した場合に開催され

る。

2． 党大会の代議員は，臨時大会の代議員であるも (1)

とする。

3． かかる臨時大会は，その大会を開催するために選

定された}|｛のJ•I 、1 評議会によって組織されるものとす

るc

第19条総裁選挙 (Electionof the President) 

l. 全国執行委員会は，総裁選挙の選拳竹理人とし

て，，全国μ府議会の総書記 (GeneralSecretary)の1

人を任命するものとする。ただし，総裁職の候補者

である総許記は任命されないものとする。すべての

総占記がかかる候補者である場合には，全国執行委

只会は、全国段階で 2年間にわたり何らの役職につ

いていない他の者を選拳管理人として任命するもの

とする。選挙管理人は，定められた視則にしたがっ

て，投票場監督を任命し，また，投票の準備を行う

ものとする。

2. 10人の代議員は，党総裁選挙の挨補者として，いか

なる代蔽員の名前をも連帯して提案することができ

る。かかる提案は，定められた規則にしたがって，
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全国執臼委員会が任命する選苧管理人に到達しなけ

ればならない。

3． 選挙管理人は，辞退した者の名前を除去した後
に，残りの候補者名を公表するものとす名。除去し

た後に 1人の候補者しか残 99ていない湯合には、そ

の者が党総裁に正式に選オ戸れ，•トこものとする。

4. 立候補者名の最終発表から通常7日間以上の後の

全国執行委員会が定めた日に，各代議員は，総裁選

挙において次の方法により投咽する資格をりするも

のとするr 代汲員は (2人の候補者しかしない場合

ー一訳土）候補者名を表示した投栗用紙において挨

補者のうちの 1人にその者の選択を表記するものと

する。 3人以上の候補者がいる場合には，代鏃員は

候補者名に対して 1, 2などり数字を書ぎ込むこと

によって少なくとも二つり｝巽択を表記するものとす

る。かかる場臼においては，代議員は，その者が望

むとき，二つ以上の選択を行うことができる。ただ

し，一つの選択しか表記しない投票用紙は無効と見

倣す。投栗用紙は，その目的d)ために準{Iiiiされと投

票箱に投困ざれるものとする。

5. 投票場監督は，投票箱を選挙管理人に移送するも

のとする。すべての投票箱の受領後，選挙管理人は

各候補者こ投じられた第 1選択の投票数を計算する

ものとする。 1人の候補者が50％以上の第］選択投

票をえた場合には，その候補者岱総裁に選出これた

ものとする。 50％以上の第 1選択投票をえた候補者

がいない場合には，最少の第 1選択投票をえた候補

者は除去されるものとし，この候補者に第 1選択投

票を表記しに投票者の紡 2選択投票が残りの候補者

の得票数を計算する際に算入されるものとする。こ

の計算において，最少の得票をした候補者は除去さ

れるもるとする。この除去手続によりその後の計算

で最少得明の候補者を除よし，表記された選択投票

にもとバく投咽の委譲役印％以上の得栗をした候

補者が総裁に選挙されたものとする。

6. 上記の手続によって選挙された総裁の死去または

辞任などの理由によって生じた非常時の場合には，

全国執行委員会は，たたちに，上記に規定された代

議員による新とな選挙のための期日を定めるものと

する。新総裁は， 6カ月間以内に選挙されるものと

する。新総裁が選挙されるまで，全国執行委員会は

その執行委員の中から総裁代理を選挙するものとす

る。

7. 総裁は，その者の選挙後に開催される党の大会主

たは臨時大会を主宰するものとし，また，全国執行

委員会が閉会中の時は，同委員会のすべての権限を

行使するものとする。

第20条全国執行委只会 (NationalExecutives) 

1. 仝国執行委且会は，総裁，および同委員会が定め

る規則にしたがい全国評議会によって選挙される執

行委員45人で構成する。総裁は，全国評議会によっ

て選挙された執行委貝の中から会叶役および5人以

下の総書記を任命するものとする。

2. 全国執行委員会の会厳の定足数は， 15人とする。

3． 全国執行委員会は，党の最高執行機関(thehighest 
executive authority)であり，大会または全国評議会

が定めた政策およひ綱領を実現する権限を有し，

主た，全国評議会に対して責任を負うものとする。全

国執行委員会は，本規約の規定の解釈および適用に

関するすべての事項について最終的な機関とする。

4. 全国執行委員会は，全国評議会のすべての会議に

対して，その会議の議事日程および前回の全国評議

会の議事録を提tl＼しならびにそのために定められ
た規則にしたがって全国評議会の評講員が正式な通

告を行うことのできる非公式決議に対して時間を割

り渭てるものとする。

5. 全国執行委員会ばすべての党支部の記録，苔類

および帳簿を凋在するために， 1人または 2人以ト

の監査人，検査人またはその他の役員を任命するこ

とができる。すべての必要な情報を監査人，検査人

またはその他の役員に提供し，ならびにすべての中―

務所，帳簿およびその他の記録について監査人，検

企人およびその他の役員に対し調査を認めること

は，すべての党支部の義務とする。

6. 全国執行委員会は、つぎの権限を有するものとす

る。

(a) 党組織の適正な運営のために規則を定めるこ

と。かかる規則は，できる限り速やかに全国評議

会に提出されるものとする。

(b) 本規約に違反しない指示をさまざまな支部に対

して行うこど。

(c) 全国執行委員会は，すべての党紀事項に関する

最終的な機関とする。

(d) 特別な場合に，第5条および第8条の規定の適

用を緩和すること。

7. 全国執行委員会は，同委員会が任命する監査人に
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全国詑姦会の帳簿を毎年検査させるものとするe

8. 全国執行委員会は，下位，県および州の支部なら

びに全国評議会の設憧が完了すべき期日を定めるも

のとする。

9． 全国執行委員会は，全国評議会に帰属する財産を

保有する受託人委員会 (Boardof Trustees)を任命

するものとする。受託人委貝会の任期は 4年間と

し，稔裁：ま職務上臼然の委員長， また、党の会叶役

は職務ヒ胄然の委員となる。

］0. 特別な状況に対処するために全国執行委員会

は，ノ~ャナタ党のために同執行委員会が適当と見倣

す措償を高ずる権限を有するものとする。ただし，

本規約に定められた全国執行委員会の権限を超える

措戦が講ぜられた場合には，その措置はできる限

り速かに，全国評議会に報告してその承認を受ける

ものとナる。

第21条会計役 (Treasurer)

会計役は，党の森金を』り，ならびにすべての投資，

収入およひ支出に関する適正な帳簿を保持するものとす

Oo 

第22条総醤記 (GeneralSecretaries) 

総苫記は，統裁の総轄のもとに，ジャ十夕党の党務を

n]り，ならひに党大会後できる限り速かに監壺済みの帳

海を含むンャナタ党の党大会議事録を作成しおよびこれ

臼 l]行することについて責任を有するものとする。総曹

記ぱ，前回の報告書以後の期間に関して監府済みの決算

苫を含む全国評議会および全国執行委員会の業務の報告

苫を作成し，ならひにこれを毎年初頭に開催される全国

謹議会の会議に提出し，およびごれを背該会議まで充分

時間のある時期に評淡員に配布するものとする。

第23条党艮貨格の検査 (Scrutingof Membership) 

州執行委員会お上び県執行委員会は，全国執行委員会

により定められた規則にしたが— 9 て，初級党員および活

動党員の入党に関する定期検査および訴えの処理を行う

ものとする。ただし，直大な性格を打する訴えが仝国執

行委員会に対して行われたときは，同執行委員会は，か

かる訴えをぷ杏しかつ必要と思われる措償を溝ずること

ができる。

第24条選挙紛争 (Elec1ionDisputes) 

朴l執行委旦会および県執打委且会は，全国執行委員会

の定めた規則にしたがって，党の選挙に関する訴えの処

理を行うものとする。全国執行委員会は、定められた手

続にしたがって，、，廿l執行委貝会の決定に対する上訴を受
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理しおよびこれを処理するものとする。

第25条選挙機構 (ElectionMachinery) 

l. J9卜1評議会は，その任期開始から 2カ月以内に，出

席して投票する評議員の 3分の 2の多数決によ，戊て

、州選挙管理人(StateReturning Officer)を任命する

ものとする。

2. 州評議会が定められた期間内に朴l選挙管理人を任

命することができなかった場合には，全国執行委員

会が州選挙管理人を任命するものとする。

3. 州選挙管理人は，当該朴1におけるすべての党の遠

学を施行するものとする。』）、1、|選挙管理人は，‘｝|iおよ

び肌の執行委員会と協議して副選挙管理人および‘}|9|

における適正な選挙の施行に必要なその他の役員を

任命するものとする。、）9|9|選挙竹理人は，全国執行委

員会が，随時，その者に割当てるその他の任務をも

遂行するものとする。

4. ，州選挙管理人は，通常， 1任期の間在職するもの

とする。ただし，，州選挙管理人は，新たな州選挙管

理人が任命されるまで，または，全国執行委員会が

そのために定めた規則にしたがってその者が解任さ

れるまで，職務を継続するものとする。

第26条党旗 (Flag)

ジャナタ党の党旗は，党のシンボルの付いた，構成比

を2対 lとする帯状のサフラン色と緑色よりなるものと

する。党旗は，手紡ぎおよび手織りのカーディーで作ら

れるものとする。

第27条選挙シンボル (ElectionSymbol) 

党の選挙シンボルは，すきを担いだ男を輪で取り囲ん

だものとする。

第28条濃会委員会 (ParliamentaryBoard) 

1. 全国執行委員会は，州議会ジャナタ党の議会活動

を統制しおよび調整するために，党総裁を委員長と

して，党総裁および連邦議会ジャナタ党のリーダー

を含むその他の委員8人で構成する説会委貝会を設

置し，ならびにこの委員会のために規則を定めるも

のとする。総書記の 1人は，総裁によって議会委員

会の凸記に任命されるものとする。

2. 中央選弔委員会(ACentral Election Committee) 

は，次に掲げる目的のために，識会委員会，および

全国評議会が選学するその他の委員7人を構成員と

して設樅されるものとする。

（＆） 小11議会および連邦議会の議員候補者を最終的に

選定すること。
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¥l)』I 選挙運動を行なうこと。

第29条州選挙委員会 (StateElection Committees) 

l. '.）ヽI、|選挙委員会は， J伽平議会の会長，州議会ジャナ

々党の IJーター，および定められた手続にしたが-.,

で）1|評議会が選挙するその他の委員 4人以上1(）人以

下で沿成するものとする。

2. J•I9|i平議会の会長は， J{9|選挙委員会の職務上当然の

委員長になるものとする。

3・ ＇）•|•|選挙委員会は，選挙区における委員会の推閲を

若lせして，中央選学委員会に対し連邦議会および州

淡会の議員候補者を推測するものとしまた，中央

選挙委員会の指示にしたがって様ざまな地り団体の

選挙のために党候補者をも咽定するものとするc

4 中央選学委員会は，候補者の選定および咽挙運動

の実施に関すーるその他の市項を指尊するために必要

な規則を定めるtのとする。
第30条党紀委員会(、DisciplinaryAction(_.ommittee) 

党紀委員会は定められた規則にしたが• 9て 紀律違

反の案件を処理するために種々の段階に設置されるもの

とする。

第31条欠員 (Vacancies)

l. 本規約に基/5いて溝成された支部または委員会の

代議員または溝成員の職は，辞任，解任または死亡

によ-.,て欠員となるものとする。

2． すべての欠員は，別段の定めがないときは，前任

者が選挙された手続と同一の手続で補充され，また，

そのようにして選挙された者は残余の任期について

在職するものとする。

:i. 別段の定めかないとぎぱ，適正に構成された支部

またば委員会は，欠員を理由として無効にはならな

いものとする。

第32条雑則 (Miscellaneous)

l. 委員長 (thechairman)は， 同一段階におけるニ

以上の委員会の委員になるものとする。

2. ；平議会また：よ委且会は，その権限の一部を小委員

会に委任することができる。

3. 端数の値について問題があるときは， 2分の 1ま

たはそれ以上の端数を 1, また， 2分の 1に満たな

｀描数を零として扱うものとする。

4. 本規約におし、て「投票」 (vote)という語またはそ

の同義語が用いられている場合には，有効投票を意

味する。

5. 党員間ならびに党員および評議会間または評議会

間で，本規約に定められた手続の規定，趣旨，解釈

に関して生じた疑義または紛争は，本規約において

指示された特定の機関が裁定するものとし、かかる

機関の裁定は最終的なものであってすべての党員お

よび評議会を拘束するものとする。

6． 欠席について市前通告をせずに，党支部の会議を

て1い］連続して出席しなかった党員は，関係支部の党

貝資格を喪失するものとする。

7. 「全任期」 (Fullterm)という語が用いられてい

る場合には，二つの選挙の間または 2年間のいずれ

か少ない方を意味する。

第33条規約の改正 (Changesin the Constitution) 

本規約は，党大会によってのみ修正，変更または補足

される。ただし，全国評議会は，全国執行委員会の勧告

に枯パいて，正式通告を与えた後に出席し投栗する評議

員の 3分の 2の多数決によって，第 2条を除く本規約を

修正，弯更または補足する権限を有するものとする。全

国［平厳会によグ，て行われた改正は，次回の党大会に提出

して承認を求めるものとする。ただし，この改正は，当

該承認以前に，全国評議会が定めたHから施行すること

ができる。

（州名―-

初級党且入党菖式(A)

ジャナタ党

~) 

党員西格控

占式番り

tば自し、

私は青 /`•ャナク党の党 Hになることを希屯します。

私は， 18歳以 l•9 てあり' /ャナク党の原則と網領を

椙年します。

私は， fハトマ． hンディーか国民に提ホした価

値と理想に同意し，インドの豊かな遺産および国家

し！）独立のための闘争という崇はな伝統から惑化を受

けた民1上義，世／tit義わよび社会主義の国家をイ

ソドに建設する職務に対して自らを捧げます。

私は， この牒務がサチャグラハまたは JI〗[)J抵杭

を含む平和的手段によってのみ達成されうるという

ことを固く伝じ iす。

私は，別個の党員資格，規約および網領を有する，

宋派またはそ:/）他を問わず他の政党の党員てはあり

ません。私は， カーディーの（足進および禁酒を信本

し， カースト，信条，性別または宗教に甚づくいか
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、[1̀ I1人1,： -1 ̂  
Jて：名（人文‘戸）

父親tたi，し 91、,!:JI:、名
4入訊：也

水：「地t＇ヽI:水年，〉勤務地

年 ii(; I「氣笠

II (」し

11↓ t.｛Jし、 I場合 k--I t,,I［人］）＇召 ＇i]名tT: i-t)、9，ヽi:希叩れい
名 り印
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(9, l ) (1 ,1[ ： t分；：， t ,'/ i :. -; ろt:ダ)/百ft各{/-ゥ'lアー ビ。

{.l了＇，]i/1！店 ll入羞',1)i式 (B)

l.'i i’J,A, ； 5 •印こ 'lJ1Jf!i' ），し， ； 、：

古文吊り

私1」, 1 9 .I‘-• 9ガヽ↓｀ l （) ，ノ,1 I tズ '.9’: ：I, .ノ• ,， 9・タ＇仇

j iir. }）J‘;t u,-1し：入＇，し．を（門11, ； }. o v, ： i. （(ん:U) -_ i; 
9, WI iまー「玉

(i) 私しt, 21栽J,1、J.:-c.Y, 1)主ずっ

(ii) f1, ＼ -l, J．．免I,ヤー「瑶，）カーーティーの常i界的な杵用

者て｝ i） --t -J'， 

(iii) 私：i, 泊t[It ; J 7j麻花を服 Itせパ c,

(iv) 私：ふ， しヽJ)，べる形状9,＿ J ; lヽ ても不11f触賤仄化Ij

を消守•←ウ丁また li承認し［せん n

位）私＼t, ;;,,I八l「J統一ぢいし， 文だ、他人の伍条,,

堕重 I.t 「。

(vi） 肛，I:, 全i'1執竹£ゞ 員会：プ＿ ］、 ，-:近 II廿定め i＼か

る，；，．｝少ieJtT)，．11l i：東，t: ｝「＇：仙少隕り）務め f,．t―］なうこ

゜
丁キ；ヽ月えt-

し
）

(vii) 私！ ｝，什j阿

I :-―ペー＇ ，r ]；比," --9’i99,9 9しfl }: I _ 

力，↓・, ま―-] I)罰1'りt:ー9',＇`‘ーアノャナタ‘；；と干 lj

汀約 し-―勧，而 I_t I t・ ，ヘ

if人il， ア―-ー i'9, it iをし 1マ：，，／卜，，じ,/)lliJI閏：ごご）し、―ご

私力‘観，森したネJ級党員25!、分り） ；9＇［9,I花~ Iて， 25ルピ

ーを糾、1、I主；ー。

190（ー）年から19(＼ぃ年まて 氏名

父毅また (t.KO)氏名

水住地または水11-0)勤務地

本藉地

年齢 ．ー・ 職業

入党{,・{I占か党tiしなるド位£員会び）名杵

拇印の場合には』人り宵 署名または人党希叩者孔9
名拇Fil

勧誘者しi)p克名
• ·—””· • ・””』”ll付

(ll-) i!」＇！i:t分る上うにするため布略せぬこと n

ンャナタ・i‘し一

受韻番り

9Il,1ャ，成会，廿，心り）汀，此

1. 受餡 II

竺． 活動・y'i」い登録海の連釉酢り ・・・~. 

u付

県謹議会内出r/)9併名

人党希口J者にりえられろ受釦訛

（｛ l:所） f}ヽ,-,
一一

- -(I I {•l) に 25ルピーどどもにジャ J

ク党活動党員への人党希叩畠を受餡。

勧，誘者.0)宵名 閲記の宮名

[ 1 {、j 乙し

県沖幽会

fl 的

／＇ャナク党け，｝）が国の他かな遺産 itt｝に国家(,'）

独立わよい個人し')[| 1.11り）ための闘争としヽう索轟な仏

統から惑化を受け，かつ，ガンディー主義に桔/)<, 
民主1義，世俗主義および社会主義の匡家をイ／ 1ヽ

に建設する職務に対して悴げられている。党は，経

済的権力およひ政治権力の分権化を保証する政体を

伯牟する。党は，サチャグラハまたは非暴力抵抗を

合むヤ和的て民主的な異成の権利を見認する。

初級党且資格および／または活動党員

'l"t格吏新甚式(C)

(>ャナタ党規約第 5条C項に1[ノ）く） （省略）

初級党員資格更新占式(D)

（ジャナク党規約第 5条C祖に且；一つく） （省略）

（礼 l) 現在，］プロソクは，村の数 110と人口約 9

万2(X)(）人を hする面積約 620平：JJキロメートルをカハ

ーしている。 PublicationsDivision (Government of 
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India), /ND/.4 A Reference.4nnual 1977 & 78, 

1978, p. 236. 

(L 2) こご：＇，ヽ う選平 1さぶ連邦，0t;：tたは J•ILI 戒土

のいずれのものか明示されていないが， 1.県レベル嶺i

織よりも下位の組織であること（州議会選挙区は各肌

こどに割り振ら )lる。 Jha,P.、Polit1(9IlRepres('nt“ 

tion in India, Dehli, 1976, pp. 39-140), 2.ジャナタ

党を構成する1Hインド人民党およびIH社会党が県より

直心卜位の組詭を ltl議会逝平区に有し、，．、ヽ たこど（本

稿1I．解説において後述），’ょどから 11i泌云選挙凶いこ．

とであると思われる。

いL3) （;l_ 4)参黙。

(rt 4) これ 1)：まいず？しも県レベ，iレ：： jうける地り［I

治体の名称である。県委員会は農村部の県における行

政を処理し ~ヽ ノー・バリンャドは下］）ようなバンチ

ャー V ット・プーン制の見／ベルの壊団である。ただ

し， ジャナハダは県より下位のタルク区またはテシル

区旦附かれる地方団体で虔）＇］ （ジャ｝バ .. fはマディ Y

・フラデーシょ •IIi のみ）。

Zilla Parishad（県評議会） ＿県レベル

Panchayat Samiti（バンチャーヤ・1ト・サミティ）

ープロノク・レベル

Village Panchayat（村パンチャーヤット）

一村レペル

Shukla, J. U., State and ])istrict, ldministrution 

in India, New Delhi, 1976,およびSharan,P., Pub! ic 

Administration in India, Meerut, 1978. 

rr 解 説ー 1969年の分裂前における会議派の規
約との対比を中心として

以上に訳出しだ／ャナタ党規約は， l969年の分裂仰こ

おける芸議派（以下，会議派）の規約をそのまま継紬し

て使用した旧野党会議派の規約を基本的に借用したもの

であるが注ll,Iぃ］党を構成するその他の 3旧政党（’大衆

連盟， インド人民党および社会党） ｛注2)の諸規約から採

用した部分もある。ジャナタ党規約は，通常，党規約が

そうでちるように党員と党紐織構成とをしな規定対象屯

項としている。

1. 党員

党員に関する諸規定は，会議派規約の諸規定とほぼ[nl

ーである。党員は二つのカテゴリーに分けられている。

初級党員(primarymember)と活動党員(activemember) 

である。

初級党員の資格は， 18歳以上で，党の目的を承諾し，

書面による誓約を行いおよび2年間の党費 1ルビーを納

人した者とな')ているが，これにただし害がついている。

会議派規約とほぽ同一のただし書の内容は，入党希望者

が別個の党員資格，規約および綱領を有する他の政党の

党員であってはならない， というものである。かつて，

会議派が， 1948年， 1934年規約を改正してこのただし書

を挿入したのは，当時会議派に存在した組織化されたグ

ループ，特に会議派社会党の追出しのためであ 9，たと言

われる（注3}゚ サ方，ジャナタ党の場合には， この二重党

員禁止規定を旧大衆連盟と表襄一体をなし宗派団体と目

されているRSS（国家奉任者団）のメンバーに適用さ

せうるか否かの問題があ，｝た。この心について詞党の総

書記で国会議員であるアドゥ・リマエ（旧社会党）は，

党規約をめぐる党内審議の過程で＂i該規定を合む第5条

に反対論があ→たが，デサイ首相の介人により 111]条の審

議は無期延期にされ，また，ジャナタ党結成時にRSS

の構成員資格と同党の党員資格とは矛眉しない旨の了解

が存在したと主張する者もいる（注4), と述べている。

党員のもう一つのカテゴリーは活動党員(activemem-

l)cr)である。活動党員の資格は， 2年間に25！レビーの党

貨を納入するかまたは25人の初級党員を入党させ，宜告

書に署名して次の諸条件を満す者となっている。 21歳以

上，手紡ぎ手織りカーディーの常用，禁酒等，不可触賤民

制を遵奉しないこと，宗派的統一を信ずることおよび全

国執行委員会が定める最少限の訓練を受けかつ最少限の

務めを行うことを誓うこと，などである。活動党員の資

格にiま，会議脈のように過去2年間継飩して初級党員で

あった者という制約はない。なお，この活動兌員に関す

る規定（第5条第b項）は，次回の党大会から 2年後に

施行されることになっている（同条傍注）。

党員に関する規定の中て，興味を引くのは，第20条第

6項(D)である。この規定は，全国執行委員会がその権限

(!）一つとして，特別な場合に第5条の規定の逸用を緩和

できる， というものであな注5)。会議派の場合にも同様

な党員資格の緩和規定（ただし，運営委員会の権限とし

て）茄挿入されていた。この規定は公議派の場合にあって

ふ実態上からもあまり厳重ではない党員資格をさらに

ゆるやかなものにする意味を有するものであったし（注6)

会議派の包摂的な性格（またこれに上り同党の優勢維

持を図ったが）を人的構成面からも物語っていた。ジ

ャナタ党の場合には， 5政党の寄り合い所帯のためもあ

）てこの規定を採用せざるを得なか→たのであろう。ゅ
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第 1図 ジャナタ党の組織図
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（注） 1) 2年に 1回開催され，総裁と代議員で構成する。 2) すぺての州評議会委員により選挙され，全国

執行委員会ヵ閉会中の時は，同委員会のすべての権限を行使する。 3) 最高執行機関て仝国評議会に対して

責任を負う。 4) 総裁＋連邦議会ジャナク党のリーダーを含むその他 8人の委員で構成され，州議会ジャナ

ク党の議会活動を調整する。 5) 議会委員会およびその他7人の委員で構成され，州議会および連邦議会議

員候補者と）般終選定と選挙連動を行な八）。 6) 州評議会の会長，州謡会のジャナク党り）リーダー，州評議会

の選出した委員で欅成され，中央選挙委員会に対して州議会および連邦議会議員の候補者を推甑する。 7)最

低25人の初級党員がいる場合に設置できる。
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第2図 会議派および野党会議派の組織図

公我派大会11 じヤする

(Plenary Congress Session) 

会K=総裁

3) 

選

運営委H会の

中から任命
総古品・会計役

全インド会議派委員会(AICC= 運営委隕会4)

(Working 
Committee) 

中央議会委員会5)

(CPB=Central Par-
liamentary Board) 

All India Congress Committee) 

全PCC委員

州会議派委員会”(PCC==

Pradesh Congress Committee) 

I,~ （市）公，品辰委員会91 (DCC= 

District (City) Congress Committee) 

DCCより下位の委員会

選挙

選挙

中央選挙委員会6)
(Central Election 
Committee) 

州選挙委員会81
(State Election 
Committee) 

（注） 1) 2年に 1回開催され，総故を代議員で構成する。 2)す

へての PCC委員により選挙され， 連常委員会が閉会中の時は，

運営委員会のすぺての権限を行使する。 3) AICCの構成員一―-

PCC委員の互選による PCC定数の 8分の 1, 元・前・現総裁，

PCC総裁，辿邦・州の誤会会議派党のリーダー，述邦議会誰会会

議派党議員により選挙された15人および追加方員。 4) 総裁十

委員20人(10人を総裁が任命，10人を AICCが選挙）。最高執行機

／関で AICC巳対して責任を負う。 5) 総裁＋連邦議会の議全会

品派党のリーダーを含むそ J)他7人の委員で構成し，州議会会議

派兌の議会活動を調整する。 6) CPBおよひ AICCの選挙す

るその他 7人の委員で構成し，州議会および連邦議会の議員候補者の最終選定と選挙運動を行なう。 7) PCC 

（プロックまたは選挙区会議派

委員会、およ n:PCCか決定する
その他勺否員会）

構成員一一ー！、ロ2000、人に 1人の割合で選挙される単位栴成い (unitmembers)からなる選挙人団が選挙する

委員（小選l臼区の区割Ii，関係州会議派委員会が運営委且の事前の承認を得て，約10万につぎ 1人の割合て行

うものとする〔規約第10条J)，元・前・現 PCC総裁，州に居住する AICC委員，州議会会議党により選挙さ

れた委員および追加委員。 8) PCCの総裁，州議会会議派党のリーダーおよび PCCが選挙した委員 (4~ 
10人）で構成□中央選学£；員会に対して州議会および連邦議会の議U候補者を推瓶する。 9) DCCの構成：
Q--DCC i,-1 正」近下位り会議派互い会 (CC) 一た員が選挙［た 4 人，活動党員である元•前 DCC 総裁，卯選出

の中央・州議会会議派議員，自治体などにおける会議派党のリーダー， DCCの直近 CC総裁，県に居住しまた

は県から選挙された PCC委員および追加委員。

るやかな党員資格は一般に保守系の政党に共通して見ら 年8月18日～20Hに開催された運賞委員会の決議によっ

れる特徴であって，党員資格の面でもジャナタ党と会議 て，同月末までに当時進行中であった州レベルにおける

派がいずれも保守系の政党のJ属性を持つことを示してい }|｛委員会(PradeshComittee)の設樅を完了し，また，構

る。 成された州委員会は，同年10月15Hまでに当該州の県レ

2. 組織構成 ベルに県特別委員会 (DistrictAd-hoc Committee)を設

ジャナタ党は1977年5月 1日に正式に発足したが，地 置することになっていた（注8)。その後インドの新聞等

方レベルの組織としては，通常，党の「i曽挙委員会」 を見ると少なくとも州支部(StateUnit)は設僅されてい

(Election Corunittee)があるだけであった（注7)。ジャナ るようであるが，州支部を含め他の組織構成は暫定的な

夕党の報告書“JANATABULLETIN” によれば， 1977 手続によって成立したものと思われる。なぜならば，各
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旧政党が党内における勢カバランスの崩期を避けようと

する思惑を持つために，党規約に基づく各組織構成の選

挙が党の発足から今fl(1979年6月）にいたるまで行わ

れて＇` 、ないからである（ i'叫しかしこの選挙が行われて

し、ないとは言え，党規約が規走する糾織構成を知ること

ば，ンヤナタ党の政党としての特徴や性格を把握すると

ともにインドにおける政党を暉解する］で有効な素材を

提fJ［するものと思われる。

ジャナタ党の組織構成は，第 1図（注10)のようになって

いるが，これを便宜的に中央レベルと地方レベルの二つ

に大別する。

(1) 中央レベル

ジャナタ党の中央組織は，ほぽ会謙派の中央組織を借

用したものである（第2図参照）it]］。 まず，州支部の

代表および連邦議会議員などで構成する全国評議会（会

汲派の場合は全インド会洸派委員会）がおかれている。

このほか評議会は，ジャ十夕党0)州，！りプロック（ま

たは選挙区）レベルにも紋置されているが，いわば同党

の立法機関である。ジャナタ党の評議会について特徴的

な点は，構成員として下部組織の代表以外に会議派より

多数の党所属議員がなっていることである。全国評議会

は，全国執行委員会の要求によりまたは同評議会構成員

図（）％以上が全国執行委員会に要求したときはいつでも

1開催される。全国評議会の権限は， 1ぃj党に関するすべて

の事項を調整するために党規約と矛盾しない規則を定め

ること，政策および綱領を決定するこど，および全国執

打委員会の選挙である。

ジャナタ党の組織構成において中心的な役割を果たす

のが全国執行委員会である。全国執行委員会は，ジャナ

夕党の最高執行機関 (highestexecutive authority)であ

って，党大会または全国評議会が定めた政策および綱領

を実現するとともに党規約の解釈および適用に関する最

終的な機関である。また，全国執臼委員会は全国評議会

に対して責任を負う。全国執行委員会は会議脈の運営委

員芸とほぼ同一の性格と権限を有するが，両委員会構成

員の選挙手続には大きな差異が入られる。運営委員会は

総裁および委員20人で構成され，そのうち10人が総裁に

よって任命され，残り10人が全国会厳派委員会によって

選挙されたc これに対して全国執行委員会は総裁および

委員45人で構成され，委員45人はすべて全国評議会によ

って選挙される。その結果，会議派の運営委員会は，規定

|〖．の可能性として総裁の1ト憂位下に悩かれるが，全国執行

委員会の場合にはそうした市態にはならず，ジャナタ党

64 

の総裁は同委員会の主宰者にすぎない。ジャナタ党が上

述した選挙手続を採用したことは，総裁を擁したいずれ

かの旧政党が全国執行委員会において強力な発言権を持

グ），tうになるのを防ぐためであったと思われる（注12)。

全国執行委員会はその他の権限として議会委員会を設

閥する。議会委員会は，総裁および連邦淡会ジャナタ党

(1）！Jークーを含むその他7人で枯成され，’｝l1議会ジャナ

夕党の議会活動を調整する。また，この議会委員会は全

国評議会によって選挙された7人の委員とともに中央選

挙委員会を形成する。中央選挙委員会は，州議会および

連邦競会の厳員候補者を最終的に選定するとともに党の

選挙運動を行う。議会委員会および中央選挙委員会は，

構成および権限とも会議派における同名の両委員会とほ

げl,J-`である。

このはか中央レベルの組織として党大会がある。党大

会はその溝成および権限とも会淡派の会議派大会とほ

ぼIn]じである。党大会は総裁およびすべてのJ+1,，平議会構

成員で構成され，政策およぴ綱領の決定，規約の改正な

どを行なう。しかし，党大会の党組織構成における地位

は，会講派大会と同様低い。その理由としては，（i)2年

に1回しか開催されないこと， （ii)党大会の構成員に開

催発議権がないこと，（iii)党役員を選挙する権限が与え

られていな'<‘こと，などである。

以上に述べた中央レベルにおける諸機間の1閲宰者とな

ろのが総裁である。総裁はすべてのJ+1評議会および全国

評議会の情成員によって選挙される。総裁は全国執行委

員会が閉会中の時は同委員会のすべての権限を行使し，

また，同委員会委員の中から会計役1人および総書記5

人以下を任命する。総裁は党組織構成上その頂点に立つ

が，全国執行委員会に関する説明の中で述べたように，

その地位と権限は必ずしも強力なものではない。

中央レベルの組織としては以上のほかに，党紀委員会

が，没樅されている。なお，ジャナタ党規約には連邦議会

ンャナタ党 (JanataParliamentary Party-cJPP)とジャ

ナタ党との関係に関する規定はなく， JPPの全楕成員の

1(）％が圧選により全国評議会の構成員になるごと，また

JPPのリーダー（現在，モラルジ・デサイ首相）が全国

評議会および議会委員会の構成員になる，との規定がみ

られるだけである。 JPPはそれ自体の規約を有してい

る。

(2) 地方レベル

ンャナタ党の中央レベルの組織構成は，甚本的に会識

派から借用したものであったが，地方レベルについては
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第3図イ｀ヽ＇，＇ド人民党の組鏃図
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L・（＇！；じ 8)，9ーア・柏成す＇乙。役いは地域，；＇「品会］）役いを、 ikオ｝る。 11) 各PollingCentreこ｝に設i匹ざい，最低

'い員数l;iJ、ー：咄1N:・1--:'.,,, 12) 紐放， 占晶，；仁9,1役わ t(¥、委且 2人ごt11;成。役且に1!＼礎叶議会い役且を韮オiる。

6ぅ
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第4図大衆連盟の組織図

総裁(President)

デ
ィ
ピ
ジ
ョ
ン
委
員

会
の
総
裁
・
書
記

~:,~~~;; 
州

(Pradesh) 

州運営妥い公3J
(Pradぃh¥＼りrking
しl)mmittee)

州議公 i：員会： 7，＇＼且 I‘
{Pradesh Farliamcntary 

Board 

（注） 1) 樅成員ー——全イント蓮汽委員会］）ふ員，

連邦議会議員，州連菌委員会(/)及員， さまさまな

戦線 (fronts)で働いている者で全インド運営委員

会の指名する委員，加入組織の代表，連邦議会議

員，泊加委員20人以卜。 2) 構成員~---各州議

会選J斧[><,,)代表 1人，各県の女性代表 1人，州の

全インド総評議会委員，追加委員20人，全インド

運営委員会の指名する委員 5人，州運営委員会の

委員，＇！ 1|議会議員県評議会 (ZillaParishads)の

委員h:J；よび人112万人以上］）市自治体I，い設長。

3) 構成員一一ー州総評議会の役員および州総裁の

指名すろ委員41人以下。 4) 州運営委員会が人

t120Jj人以上の巾':わける肛｛クループ化してデ

ご麿詞1mittee)ド吋慧::;':Committee)! ィヒ‘ノョ/'を形成する。 5) 開発プロノク (de-
velopment block)の区域をカバーする。同プロッ

クの区賊げ入る人n2万以上び）都市地域にぱ別個

）マンクナ，＇しを構成すろ。 6) ド＇‘./チャヤノト (GramPanchayat)または市部＇）区 (municipalward)に設置

される。

射£H会の
社裁・書叫

県・ ;District)
肌委員会

(District Committee) 

選挙

マンダル 1'.landal)

：大衆連盟の楳本単位

で／ダjい委ii会5)
(Manda! Committee) 

旧4政党（野党会議派， イント人民党，大衆連盟，礼会

党）の地方組織を折衷したものであると言える。ジャナ

夕党内における規約制定過程で特に意見の対立がみられ

たのは，二重党員の問題と恐らくこの地方組織に問する

問題であったろう。というのは，総裁が朴1評議会の構成

員によって選挙され，また全国評議会の大半は州評議会

の代表によって占められるために， i也カレベルでどれだ

けの勢力を持つかぷそのlH政党の中央レベル，ひいては

ジャナタ党全体における剪力と直結するからである。地

方組織をめぐり Ill政党間で特に争点になったと思われる

のが，各段階ごとの地方糾織とその区域との関連であ

る。各1H政党にとって自党の地方組織構成がジャナタ党

に採用されれにその党は自己の努力を追存し拡大しや

すくなるわけである。第3~5図は1日政党の組織図であ

る（注13)。

ごれらの組織図（および第2図参照）を見ても明らか

66 

なように， 1卜l4政党とも共通して‘}|iおよび県を地方組織

単位の区域としている。しかし，県より下位の組織単位

の場合，その区域は4党ごとに異なっている。そのため

ジャナタ党における県の直近下位組織（中開支部）の区

域は， 4党に適合するように選挙区またはブロックとな

り，中間支部より下位で最底辺の基礎支部にいたっては

25人の初級党員がいればどこにでも設置できるようにな

っている（第3~5図中における最底辺組織の区域を比

較参照されたい）。

ジャナク党の地方糾織について特徴的な点は，（i）会議

派のように各レベルに単一の委員会が置かれるのではな

く，評議会と執行委員会とで構成されていること， （ii) 

党規約の各支部に関する規定が，構成手続のみに関する

ものであって，権限については全く言及されていないこ

と，などである。
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全[JJ

(National) 

1 1支部
1State l111it) 

＇支部

{[Jistrict 1;,1it) 

A rl 30 Jj人以l：の都市
の場合は巾文部

｛し‘ityu叫 l

湘；挙区支丘1;
1しonstitucncy
Unit) 
州議会選挙［メ．を
管轄区I人）する

甚礎支部

(Primaryじnit)
：最低15I＼で構成

し、村(Village)
区(Ward)、丈は
絨場(W(）1̀）、place)
など！こ ，j・がれる。

第 5図社会党の組織図

1年に 1111開催する

仝国大会II

(Natimal Conference) 

l小1人会5)
(State Conference) 

県（市）叶議会69
(District(City)Council) 

選挙区評議会”
(Constituency Council) 

選挙

議己上四ュこ］
主宰する

全国委員会31
(National Committee) 

虹委Hな
(State Committee) 

選挙

中央議会委員会： 9人4}
(Central Parliamentary 
Board) 

全国党紀委員会
(National Disciplinary 
Cornmillee) ; 3人

J11議会委員会： 7人以下
(State Parliamentary Committee) 

県（市）委員会
(District(City)Committee) 

選挙区委員会：書記を含む15人以下で構成
(Constituency Committee) 

躾礎委員会： 7人以下で構成
(Primary Committee) 

（注） 1) 党員が選挙する代議員で楷成（党員何人につき 1人の代議員を出すかについては全国委員会が決定）
およ＇全国委し 1；の委i1ぱ職f-liJ当然’'m。全IN大会け，翌年の党の政策およひ綱領を決定し，ならびに，設
長，書記長 (GeneralSecretary)，全国委員会委員29人以下の選挙などを行なう。 2) 州の代議員か選挙する
全国大会の 5分の 1で構成し，全国大会間に 1同集会する。同大会の決定に矛盾しない党の政策，網領および
組織に＇；いて決定す Z枠県を1iする。 3） そい他役員(.'）選挙j,tび全国人会の決定した政策および綱領の遂
行など。 4) 議長および古記長は職務上当然の委員（投票権あり）。連邦および州の議会議員候補者の指名，
党の議会活動および州議会委員会の指導など。 5) 州議長，州書記長および州委員会委員23人を選挙する。
州委l；欠の委員i職筋l＿当然い委員。 I!}（市）詑，成会委目が構成目；、こな乙。 6) 肌議長，県書記および県;fc
員会委員13人を選出する。各選挙区評議会委員の 5分の 1で構成する 7) 基礎支部の代表で構成する。

3. むすび れている。独立達成後における会議派は， S・コチャネ
政党に限らず団体や結社の組織は，一定の目的のため ックやM ・ウィナーの研究（注14)が示すように独立を獲得
に形成されるが，目的達成後には維持の危機が発生す するため組織体から政党の巧みな転換を行ない，その後

る。かつての会議派の場合には， 1920年代以後その目的 約四半世紀にわたって政権を担当した。

をインドの自治から完全独だに変化させたのに応じてそ 一方，ジャナタ党は， 1977年 1月，同年3月に行なわ
の組織も従来の臨時的なものから常設的なものに改組さ れ第6次総選挙のために 4政党がジャナタという名称の

67 
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もとにとりわえず結集した政党であク）た。ジャナタ党

は，インディラ・ガンディーの独裁政権を打倒するとと

もにインドにおける民主主義の回復を目的とし，一応そ

の目的を達成した。しかし，60年代後半から70年代のイン

ド政党史の観点に立ては実態は政権獲得のために 4政

党が結集したという側面が強いりl:15。ジャナタ党は， 19

77年 5月，民主国民会議派も加え庄式に発足したが，そ

の日和ま，•一般的に保守系（注16の政党がそうであるよう

に，包括的かつ漸進的である。しかし，第 6次総遺挙の

選挙綱領では革新的な政策を掲げているが，ジャナタ党

の支持甚盤は中農層以ヒおよび賓本家屈であって，これ

らの利害に対立ナる施策は実現されにくいわけである。

一方，党の目的などに対応ずべき党組織は，晶本的に会

液派の模倣でかる。しかし，ジャナク党の組織は、 In政

党の利害が対立ナる組織溝成部分については既述したよ

うに妥協の上に成り立 99ており，また会議派のように独

立運動時代の遺産を持っていない C 会議派は，政党とし

ての側而から見れば，包摂的な目的・政策と組織などで

その優勢を維持するのに成功したが，ジャナタ党の場介

に：•ま，ー！芯包摂的な目的・政策を有していても，これに

対応すべき組織が構成されていない。シャナタ党はガン

ディー政権打倒によりその役割を果たしたものの，その

後政党として存続する上で一つのネックを有していると

汽えよう。

（江 1) 会識派ltl969り11月に分災したか，分裂時

：ご，どがりを布 1てし、た会議脈規約け， In]年 7月のバンガ

ロール AICC（全インド会議脈委且会）にわいて改正

採担芦れた i,（ハ三ある。分裂後， インディラ・ガンテ

ィーを中心とずる「与党会議祖」は69年改正規約を 1ぃj

党し乃規約しして＼ヽたか， 1974年7月， 次しヽ て1976>「5

月にこれを改正［た。 74年(')改正ては活動党員資格を

中心にかな llい変更かみられる。 「野党会議脈」にづ

いては本文通りてあ乙。Zaidi,A. Moin, The Annual 

Register of Indian Political Parties 1973-74, New 

Delhi, 1974; Zaidi, A. Moin, The,4nnual Register 

of Indian Political Parties 1974-76, New Delhi, 

1976 (J-J f,Zaidi 1974-76ど省略）， AICC、Constitu-

tion of the Indian National Congress（与党会議派

ーー著者江）， 1976およびTheStatesman, April 30, 

1977. 

(;¥2) この 3党のほかに民中国民会議脈がノャ｝一

夕党の樅成政見てあるか（合，，15党）， l<l]党の規約：ご＇）

Iャヽてば不明てある。

68 

（汁．~) ¥Veiner, Myron, Party Politics in India, 

Princeton, 1957, pp. 56-58. 

（注4) マトゥ・ 1)一9 エか／‘ャナク 'i,".,"RSS とい r½I

係を明確にするよ）フ：サイ了『相に処，#Iた手が、(/JII• て

池べてしヽるも 1)。TheStatesman Weekly, Dec. 2, 

1978. 

(it 5) 、芦らしご， i屯J1議会;;-¥・ナタ党：(/)規約は1977

;I_ 8月711 iヽ：改 I「さ J.t, [,,]規約を芍'、91’• することに［＇，]府，

Iーるしヽかなる辿 J1;，滋会，設lii, 199l党執り委員公0)勧化

に故ぐ）し、て設且茶［会かそ力者し！）人党を認めた場合，詞

党び）準党い (associatemember)になれるごとにt(っ

t。TheStatesman Weekly, Aug. 13, 1977. 

（日 6) かつて独立叶IK'げ）会議派｛ことって，本文ア

tiij,;［； 1 f---，中党員の間閣も合め党H賓格をどう規定す

るかは，h-むな問題り）一ゾてあ,,t:。1934年規約て：t'

18歳以 I.て、 ，りげ1i'~ -~り会議祁応 II 的（合払的か ’’’I'

和的 T段による完全独立 (})f乍成）をに本する旨を',•(;,

|， 4 j→ 9／ー］を納人すれは誰ても会戒派り楷成且↓ •: /; 

るこどか、＇＼たいてある。 1かし、独立； •- J:り会議旅

か政権党I:なるに j; ｝ 7)、人党希伊者か殺釘＇たため，

会議派は，ー＾プ）て人党をチュ、ノク 1，他）Jご会議枡＼釘

包摂的な性格を維持する必要し：追られたいこある。

そこて会議派は， 1948年4月，規約改 llーを行し、り、9

来 lタイプしかなかーた党Uを，党U賓格の厳格さ幻

順に初級党員 (PrimaryMembership), 貨格党且

(Qualified Membership)およひイ1(lJ）党い (Effective

Membership)としたのてある。しかし， "i:れてもなわ

1原だけで40万人(I)h効党且が人党するケースか出る

i ーデ . , t: (Rao, M. V. Ramana, Develojmrent of the 

Congress Constitution, New Delhi, 1959, p. 100)。

そりため会議脈は， 1951年 1月に規約改 ltをij9, 

党員資格がゆるやかな初級党且と限定的な活動＇兌 U

(Active Member)と:/)2クイプに分けたのてある。こ

し？） 2クイフ"c')党且賓格が，そ（／、後永年にi)たって使）II

されたも J)でJらる。 1951年の規約改i1，に、 ‘＇1時， 1n]勺

後半にす'9定されていた第 1回総選挙にわける会蔽択し')

骰補者選定問題と密接な関係を 1ilてし、たも，／）、ど，1＇],1,l

れる。 5Vi規約げ，その後1952;19月，次し、て1957り

1 月に改正された。 57年の改 i「て帥入され~たのか党は

賓格の緩和規定てあって，同規定は， 1五J年 3月の第 2

回総選学を控え非会謡派の有力候袖を会識脈に人党さ

せる必味合し、を持つものであった。会識脈姐約 (1934

-1957年）につし、ては， Ramana,M. V., Develop-
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(cl: 7) Janata Party, Janata Rulletin, April 

1978, p. 39. 

(ii: 8) Ibid. 

(t 1 9) 1 9(i!）勾11月＿＇）分災’伎 tこ、1;’ヽ、こ依然どしこ白

叩 j立上，j，991，ミ・：、 ［「り仇~公，ぷ祢］の場合，組織選井

f, (j’L ! ．J,. ： I t分多せカヽ,・,:{年 fヽ，9,た1972 11 • (8月i)，

'']~ lj lこ、ク>;I :)'.,i-', -, I。 AlCC,I砂 ortof t加

General Seadaril's (June 1972~August 1973), pp. 

:l4-36. 

(il.lOJ Janata Party, Constitution r}j̀the Janata 

『arty （、(lS9IIIWIl9如lby the lVorking Committee of 

t!w Janata 1',irty on IJecember 12, 1977)より付成。

1e Constitution of the Indian National (9, 1 1 1,) ＇‘,r l‘  

Congress (Effective July 11, 1969)" in Zaidi 1974→ 

[（i, pp. 5924ill) lりf'Iぶ嘉

(，l_1 2) I ヵ， i, 迂裁t―し!c- ·i•)ーク 3位：，c 構成する 5

:11政党，：［＇九屈 I'.」、し，．f-＼＇、＇，、― j. ;工―ープ） ］lが就任し

’’こで 1977:1 3 ! ］、99，益芯形四恥i、一、芦：／る各政党怜所属連

/1;，森会議且数It(};ー＇）叫 IIご，t＇))，{・し， j)オしる。

丈見也、晶9,i人(9()人），イ 1/I人民党71人(85人），野

党公成け1'(51 人 (:}5 八）． ii:~'入党28 人(30 人）， J心上国民会

戒 I'［{；28}、（2S)、），チャ／，｝、フ・ンェーカ）し，爪 6人， t;

’‘(） ｛麻1月或[fは地JIし政兄25}、。 Thakur、Janardan,

,1ll the Janata,Hen, New Delhi. 1977, p. 159. な

ノ， 9，}＇ 1'1,’’I数字11, The I findustan Standard, 

Dec. :l, 1977 : ・_.t ;:。

Ct 13) インド人民党1こグ）し、ては “TheConstitu-

tion of the Bharatiya Lok Dal," in Zaidi, 1974-76, 

pp. 63:-l--642 ;り作成。大孜叱盟に＇）し、・::は “The

Constitution of Bharatiya Jana Sangh (effective 

¥fay 2, 197公），”inZaidi 1974-76, pp. 552-559より

竹成。なお， ｝翌辿盟とよ文—一体をなすRSSの組絨は

不明t;、心ガ，も 1. 』`か， とりあえずft・成 1だグ）か次の社l船：

加てある。

また社会党に・，．．，し、・プは“TheCostitution of Social・ 

1st Party (effective January 8, 1973)," Zaidi 1974-

76. pp. 615--623上り作成。

（汁14) Kochanek, Stanley A., The Congress 

Party of India, Princeton, 1968およ (J'.Weiner, 

Myron, Party Building in a New Nation, 

Chicago, 1967 z(と。
（江15) 捕稿「独衣後（9)インドにわける政党につし、

R S Sの組織図

, Sar Sangha Chalak I投，I勺総故）
・ Sarkaryrvaha(•IC務総長） l ｝---ke999Inya kar9,9kan !'” 糾濯 91andaI991’'⑲叫じ

RSS，乃駁凡釦憤叫
. Akhil Bhara1iya Pratinidhi Sabha 
1ヽ令印代表行会，洟： 杞代xt仝浪9” よってi覧平｀99 9・f豆,r, 

ャ墳成する＇

・ l'rantiya l'ratim<lhi Sabha'rH代技者会議）
県、 .,fi、州都ぬ釦r,；r，浅会1―.J.って消平ぺilf: 
代哀日が名f，9,l，める•, -，り会滋は!'rantSangha 
,.·halak(•;I｛総／i）を選挙 i訊町這は、 Pranliya

Karyakari Manda I r J+I快行評議会）を設置する。
•そ 9'rf加万い要な役HどしてPrantPracharak UHオ
99,‘、9ヽ→ ｛ーザ・ ： がし9る，

•各 I,,,,·K、,ryakari Manda! 
｛快11、91ル員会1.f.9 9」}'化：;・ti{公）か；；f;かilろ， 執''"
汲．9：•は i}i',iメ）：i： : i, 9「’99骰，：？’!AtI閃戌1:, ；(J 9ii ! I:!'’ 
決tr,991，沢令1・ し'̀{r、,.n,、

・各しペルらSanRhachalak
f iを1此1/」、：Hiu‘)tを故力'),1,I-t)しカ・ナイザーと協議’
-'.II,；，; ；,, 

9, 1 ̀ f ; I tる99u・, 1也'¥r'とrl,l,: 9, ;,O'） •9 
I'r,t9• 99 9t r a k (9 • 9 9 9 9 {，r 
I(aryavaha, •It lh l、
II99999KIhik SI99kSI,'●99 [＇ramuk19 [i」nさわ甚寅fT．名）
,.,し999r,K S1,91.st,、9991'9 :999999K I, :，．9 149、:.:：紗霞frr, ｝ 
N 9911ti 1上r;l99919KI, :Yo ! i'i' 

・ liSSの），，溌II’{,';9-9ト~ → ｝ ；，，,,Sha kh11 1 ~祁-,.で h/, 

（出所） Sadasivan, S. N., Party and Democracy 

in India, New Delhi, 1977, pp. 243-245およひ

Goyal, D. R., Indian Version of Fassisrn, New 
Delhi, 1975, pp. 13-15より作成。

（江） 1) 実態は最晶総裁の指名。

2) 実態は中央からの指名。

ーこ」（『アジア・アフリカ賓料通報』第16巻弟 6妙 19 

78年9月）を参照されたい。

(il16） チャンドラシェーカル党総裁は， 19781ト10

月の段附で， ジャナク党政権が党の社会・経済プログ

ラムを実現できないため，同党が「中泊右0和政党」 (a

right-of-the centre party)ウイメージを持たれてしま

った， と氾べてし、る。 TheStatesman Weekly, Oct. 

28, 1978. 

（国立国会図古朗調府局政治行政課）
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